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再生紙を使用しています

　秦野市では、以前から葉タバコの裏作としてソ
バが栽培されていました。その後、葉タバコ栽培
は終了しましたが、市内各地でソバが栽培され、
今では秦野の名産となっています。
　秦野市田原ふるさと公園ふるさと伝承館では、
この秦野のソバ文化を広く知ってもらえるよう
「ソバ打ち体験」も行われています。

東田原（10月下旬撮影）

里山に咲いた
　　　　白い花
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10
月
31
日
、
横
浜
市
内
で
「
か

な
が
わ
女
性
農
業
委
員
の
会
」
設

立
総
会
が
開
か
れ
、
秦
野
市
の
女

性
農
業
委
員
３
名
を
含
む
神
奈
川

県
内
の
女
性
農
業
委
員
15
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
設
立
総
会
で
は
、

会
の
規
約
や
活
動
方
針
が
決
議
さ

　

８
月
７
日
、
秦
野
市
農
業
委

員
会
が
、
農
業
委
員
を
通
じ
て

農
家
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
や
要
望
を
建
議
と
し
て
取

り
ま
と
め
、
平
成
25
年
度
に
お

け
る
農
林
業
施
策
の
強
化
拡
充

と
関
係
予
算
確
保
が
で
き
る
よ

う
、
古
谷
市
長
に
対
し
て
「
平

成
25
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

並
び
に
予
算
に
関
す
る
建
議
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

農
地
保
全
の
推
進
、
営
農
指

導
員
等
の
育
成
や
各
地
区
の
特

性
に
あ
っ
た
特
産
物
の
栽
培
指

導
の
強
化
な
ど
の
新
規
５
項
目

を
含
む
20
項
目
を
要
望
し
ま
し

た
。

れ
た
ほ
か
、
役
員
の
選
出
も
行
わ

れ
、
初
代
会
長
に
は
発
起
人
代
表

で
あ
る
綾
瀬
市
農
業
委
員
会
の
綱

島
淳
子
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
女
性
農
業
委
員
自
ら

の
経
験
等
に
基
づ
く
女
性
独
自
の

視
点
を
生
か
し
、
相
互
研
さ
ん
と

研
修
、
女
性
農
業
委
員
数
の
拡
大

と
活
動
の
一
層
の
推
進
等
を
図
る

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
の
推

進
を
す
る
も
の
で
す
。

　農地の保全・有効利用対策、
担い手・経営対策、地域の活
性化対策、及び有害鳥獣対策
等について20項目を古谷市
長へ要望しました。

甘楽町文化会館前にて

　

平
成
24
年
10
月
25
日
、
26
日
の

2
日
間
、
群
馬
県
川
場
村
と
甘
楽

町
に
お
い
て
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、

農
業
委
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
川
場
町
に
あ
る
「
田

園
プ
ラ
ザ
川
場
」
を
視
察
。「
関

東
好
き
な
道
の
駅
」
に
５
年
連
続

１
位
に
選
ば
れ
た
こ
の
場
所
は
、

川
場
村
の
魅
力
を
一
堂
に
集
め
、

年
間
を
通
し
て
家
族
で
1
日
中
遊

べ
る
総
合
複
合
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
山
と
川
の
あ
る
懐
か
し
く

美
し
い
日
本
の
風
景
の
原
点
の
よ

う
な
所
で
し
た
。

　

２
日
目
は
甘
楽
町
文
化
会
館
で

甘
楽
町
農
業
委
員
会
の
活
動
概
要

を
佐
藤
芳
雄
事
務
局
長
に
よ
り
伺

い
ま
し
た
。
中
山
間
地
の
甘
楽
町

で
は
以
前
は
、
養
蚕
と
コ
ン
ニ
ャ

ク
と
稲
が
盛
ん
な
町
で
し
た
が
、

作
物
転
換
が
う
ま
く
い
か
ず
、
現

在
、
そ
の
約
18
％
が
遊
休
農
地
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地

貸
借
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
貸
し

出
し
可
能
な
農
地
に
看
板
（「
農

地
貸
出
票
」）
を
立
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
農
地
の
借
り
受
け
を
希

望
す
る
人
が
、
貸
し
出
し
可
能
な

農
地
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
や
す

く
す
る
方
法
を
考
え
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
車
の
運
転
中
に
偶

然
看
板
を
見
つ
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
借
り
手
が
見
つ
か
る
な
ど
、

さ
っ
そ
く
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
全
国
農
業
新

聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

視
察
受
け
入
れ
は
今
回
の
秦
野
市

が
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
は
、
秦
野
市
農
業
委
員
会

で
も
こ
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、

さ
ら
な
る
遊
休
農
地
解
消
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
清
水　

富
美
子 

農
業
委
員
）

平成25年度秦野市農林業施策
並びに予算に関する建議

女
性
の
能
力
や
独
自
の
視
点
を
農
業
委
員
会
活
動
へ

「
か
な
が
わ
女
性
農
業
委
員
の
会
」発
足

〜
群
馬
県
甘
楽
町
ほ
か
〜

県
外
農
業
優
良
事
例
研
修
会

参加者による記念撮影

貸出農地の見やすい場所に看板を立てる

（イメージ写真）
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農業委員会委員
選挙人名簿
申請書の提出を

　秦野市では、秦野市委託サル追い
払い隊からの報告を元にニホンザルの群れの最新位
置情報を市ホームページで公開しています。
　現在、子易群（東地区）と大山群（大根地区）の
２つの群れが確認されています。
　サルに畑が襲われないように定期的な見回りや
ネットを張る等の自己防衛とともに、サルの声や気
配がしたら煙火での追い払いや声による威嚇をお願

いします。
　また、農地周辺には、収
穫されない果樹、農作物や
残さを放置せず、鳥獣を農
地に引き寄せないようにし
ましょう。

サツマイモスティックを楽しみに毎年、
来場される方もいられました。

　

11
月
３
日
、
運
園
公
園
周
辺
で

行
わ
れ
た
「
市
民
の
日
」
に
、
荒

廃
農
地
解
消
実
践
活
動
を
多
く
の

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
行
政
コ
ー

ナ
ー
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
活
動

の
様
子
や
荒
廃
農
地
の
現
状
な
ど

の
パ
ネ
ル
展
示
の
前
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
説
明
を
感
心
そ
う

に
聞
く
方
も
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
荒
廃
農
地
が
解
消
さ
れ
た
ほ

場
で
収
穫
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
ス
テ
ィ
ッ
ク

は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
大
人
気

で
列
が
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
揚

げ
る
の
が
間
に
合
わ
な
い
程
で
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
出
店

を
通
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
市

民
に
荒
廃
農
地
の
解
消
活
動
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
13
日
、
14
日
の
2
日
間
、

秦
野
市
が
実
施
す
る
「
は
だ
の
市

民
農
業
塾
」
の
就
農
コ
ー
ス
を
平

成
22
年
・
23
年
度
に
修
了
し
た
新

規
就
農
者
７
名
を
対
象
と
し
て
、

新
規
就
農
者
が
利
用
権
設
定
を
し

て
い
る
農
地
を
農
業
委
員
と
事
務

局
職
員
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
耕
作
状
況
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
従
事
日
数
、
労
働

力
、
主
な
作
物
や
販
路
な
ど
の
状

況
を
本

人
か
ら

聞
き
取

り
調
査

を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
巡
回
指
導
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
で
報
告
さ
れ
、

継
続
的
に
営
農
で
き
る
よ
う
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
に
活
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。

ほ
場
巡
回
の
様
子

　「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」は、
同選挙人名簿作成の基礎資料となる大切な書類
です。次の方は１月10日（木）までに申請書を提
出してください。

◎対象◎
　平成 25 年１月１日現在、市内に住所がある
20歳（平成５年４月１日以前に生まれた方）以
上で、次の①または②のいずれかに該当する方。

①10アール以上の農地の耕作をしている方
②前述①に該当する方の同居の親族またはその

配偶者で、年間60日以上耕作に従事する方

☆提出先☆
○農業委員会（市役所西庁舎１階）郵送でも可
○はだの都市農業支援センター
○公民館ほか

＊申請書は12月中旬ごろに生産組合長等を通じ
て配布する予定です。申請書が届かない場合
は、農業委員会事務局へご連絡ください。

〈問い合わせ先〉
　農業委員会事務局
　☎82－9654

支援
センター
通信

市
民
の
日
で
活
動
報
告

荒
廃
農
地
を
緑
の
農
地
に
！

荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

新
規
就
農
者
等
の

　
　ほ
場
を
巡
回
！

ニホンザルの群れ
最新位置情報を公開
秦野市ホームページで随時更新
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営農に対する意識調査を実施！
秦野市農産課

持続的で力強い農業の実現のために
人と農地の問題を解決するための未来の設計図

「人・農地プラン」を作成中！

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

地
域
農
業
の
将
来
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
、

問
題
が
生
じ
る
と
危

機
感
を
抱
い
て
い
ま

し
た
。
特
に
農
地
を
集
約
す
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
、
ま
た
、
集
約
す
べ
き
将
来
を
担
う
若
年

の
新
規
就
農
者
を
早
い
段
階
で
取
り
込
む
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
は
適

当
な
該
当
者
が
い
な
い
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま
え

て
各
地
域
で
の
意
見
交
換
会
等
に
よ
り
意
見
を

集
約
し
た
う
え
で
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　現在、日本の農業は、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などから５年後、10年後の展望が描けな
い地域が増えている状況にあります。
　このような中、秦野市では、農業委員会、ＪＡ等と連携しながら未来の設計図となる「人・農地プラン」
を作成することで、今後の方向性を見出したいと考えています。
　そこで、プラン作成に向けた取り組みとして、市内における農業の状況把握を目的とした、今後の営農に
対する意識調査（アンケート）を農協生産組合の正組合員を対象に実施いたしました。（アンケート結果は
下図参照）

　市町村がプラン作成のエリアとして決定した集落、
地域において、人と農地の問題を解決するため、地
域の担い手の中心となる経営体や新規就農者に対し
て計画的に農地集積を進めるための設計図です。

＝プランで決定する内容＝
①地域の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）

や新規就農者のリストアップ
②中心となる経営体に農地を集約するための方法
③中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、

自給的農家）の役割分担や地域農業のあり方（生
産品目、経営複合化・６次産業化等）の提示

＊プランは、いったん作成した後でも、必要な時
に随時見直しができます。

〈問い合わせ先〉秦野市農産課　☎82－9626

〈人・農地プランとは〉

アンケート結果（Ｈ 24.8 実施）
対象者 2980 人のうち 1561 人から回答（回収率 52.4％）

○あなたの地域の農業（人と農地）の将来は？

○地域農業を持続可能なものとするためには、どうしたら良い
と思いますか。

○青年就農者の候補はいますか？
　（早急に必要と感じている場合）

11.0％

16.2％

19.0％

10.2％

86.4％

46.5％

25.4％

37.0％
39.2％

84.9％

4.1％

7.6％

9.1％

3.5％

問題がない状態
問題が生じている
無回答

青年就農者の候補がいる
青年就農者の候補がいない
無回答

何もしなくて良い
中心となる経営体に農地集積し、青年
就農者が参加
中心となる経営体を創出し、そこに農
地集積、青年就農者が参加
無回答

○地域に青年就農者が入ってくる必要はあると思いますか？

必要ない
現在は、必要ないが将来を考え早い
段階で確保する必要がある
今すぐ確保する必要がある

無回答
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大
津
　
繁 
委
員
（
東
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

象
ヶ
谷
戸
、
前
原
、
八
幡
、
中

庭
、
下
宿
、
井
の
城

●
６
月
25
日
生
ま
れ　

か
に
座

●
趣
味

　

ゴ
ル
フ
、
囲
碁

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
露
地
野
菜

ひ
と
こ
と

　

農
業
を
本
格
的
に
取
り
組
ん
で

８
年
。
農
業
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
、

難
し
さ
が
多
少
わ
か
り
か
け
て
き

ま
し
た
。
で
も
、
何
年
経
っ
て
も

一
年
生
。
だ
か
ら
や
り
が
い
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。「
や
り
が
い
の

あ
る
農
業
で
家
族
を
養
っ
て
い
け

る
農
業
経
営
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
き
た
い
。

久
保
寺
　
則
子
（
議
会
推
薦
）

●
１
月
21
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　

み
ず
が
め
座

●
趣
味

家
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
の
農

産
加
工

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

イ
チ
ゴ

ひ
と
こ
と

　
「
こ
ん
な
に
大
き
な
サ
ツ
マ
芋

が
と
れ
た
よ
」
と
子
供
た
ち
の
声

が
秋
に
な
る
と
ど
こ
か
の
新
聞
に

紹
介
さ
れ
ま
す
。
こ
の
光
景
を
荒

廃
農
地
解
消
後
の
圃
場
で
や
っ
た

ら
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
に
大
豆
を
ま
い
て
味
噌

づ
く
り
を
す
る
の
も
き
っ
と
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。
食
糧
自
給
率
の

向
上
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鳥
海
　
久
元 

委
員
（
東
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

落
合
東
、
落
合
西
、
小
金
沢
、

西
沢
、
道
場
、
才
玉
、
上
原

●
10
月
３
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　

て
ん
び
ん
座

●
趣
味

登
山
、
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

み
か
ん
、
柿

ひ
と
こ
と

　

鳥
獣
の
被
害
が
増
え
て
、
農
作

物
に
対
す
る
生
産
意
欲
が
地
域
で

減
少
し
て
い
る
。
行
政
・
Ｊ
Ａ
・

地
域
に
働
き
か
け
て
鳥
獣
被
害
の

減
少
を
図
り
た
い
。

伊
藤
　
伸
一 
委
員（
大
根
地
区
）

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー

●
担
当
生
産
組
合

鶴
巻
上
、
鶴
巻
中
、
鶴
巻
第
１
、

鶴
巻
第
２

●
９
月
４
日
生
ま
れ　

お
と
め
座

●
趣
味

読
書
、
パ
ソ
コ
ン

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

バ
ラ
、
水
稲

ひ
と
こ
と

　

農
業
の
振
興
に
微
力
で
す
が
努

め
て
い
き
た
い
。

石
井
　
弘 

委
員
（
本
町
）

●
担
当
生
産
組
合

河
原
町
、
才
ヶ
分
、
上
大
槻
、

中
里
、
東
南
、
中
野

●
８
月
29
日
生
ま
れ　

お
と
め
座

●
趣
味

仕
事
ほ
か
色
々

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

米
、
野
菜

ひ
と
こ
と

　

住
み
良
い
環
境
を
維
持
し
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
農
地
、

山
林
の
保
全
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。

髙
橋
　
信
義 

委
員
（
大
根
）

●
担
当
生
産
組
合

宿
矢
名
、
下
大
槻
上
、
下
大
槻

下
、
下
大
槻
南
平

●
１
月
21
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　

み
ず
が
め
座

●
主
に
作
付
け
し
て
い
る
作
物

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
等
露
地
野

菜ひ
と
こ
と

　

委
員
会
改
革
及
び
委
員
会
の
活

性
化
に
取
り
組
み
た
い
。
生
産
、

加
工
、
流
通
ま
で
を
総
合
的
に
考

え
た
６
次
産
業
化
で
持
続
可
能
な

農
業
を
目
指
し
た
い
。

　

ま
た
、
安
心
、
安
全
な
食
料
の

供
給
源
と
し
た
産
業
の
役
割
だ
け

で
な
く
、
景
観
や
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
も
農
業
の
役
割
を
も
っ
と

広
く
認
め
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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け
て
も
ら
い
な
が
ら
36
年
間
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
主

人
に
も
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
、
思
え
ば
長
い
月
日
、
朝
夕

に
酪
農
一
筋
の
人
生
で
し
た
。

色
々
な
事
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
嫁
い
で
き
た
時
に
、
今
泉
地

区
で
は
私
た
ち
が
働
い
て
い
る
畜

産
団
地
と
そ
の
他
10
軒
の
酪
農
家

の
人
達
が
サ
イ
ロ
詰
め
な
ど
の

色
々
な
作
業
を
協
同
で
行
い
一
生

懸
命
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
街
化
の
流
れ
と
伴

に
１
軒
が
酪
農
を
辞
め
、
ま
た
、

１
軒
が
…
と
次
々
に
酪
農
を
去
っ

て
行
き
ま
し
た
。
今
で
は
今
泉
地

区
に
は
、
私
た
ち
酪
農
団
地
と
他

４
軒
の
酪
農
家
が
働
い
て
い
る
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
も
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
…

　

私
も
３
人
の
子
供
を
育
て
な
が

ら
主
人
と
２
人
で
酪
農
の
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
私
が
こ
の
原
稿

を
書
き
な
が
ら
思
い
出
し
た
こ
と

は
、
３
人
の
子
供
た
ち
が
小
さ

か
っ
た
頃
に
、「
明
日
、
ど
こ
か

へ
遊
び
に
行
こ
う
ね
。」
と
約
束

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
日
の
朝
、
牛
舎
に
行
く
と

牛
が
病
気
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

　

昭
和
59
年
５
月
、
落
花
生
を
耕

作
し
て
い
た
畑
に
お
茶
の
苗
を
植

え
、
成
長
し
た
生
葉
を
摘
採
し
、

Ｊ
Ａ
は
だ
の
上
荒
茶
工
場
へ
初
出

荷
し
た
我
が
家
の
記
念
す
べ
き
年

で
あ
る
。
私
は
堀
西
の
波
多
川
で

お
茶
の
栽
培
を
主
に
実
施
し
て
い

る
。

　

初
出
荷
当
時
、
茶
畑
の
周
囲
は
、

畑
、
畑
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

住
宅
に
囲
ま
れ
る
状
況
と
な
り
、

都
市
化
と
共
に
農
地
周
辺
環
境
は
、

著
し
く
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
は
、
近
隣
住

民
へ
の
農
作
業
に
関
す
る
影
響
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
農
機
具

等
の
作
動
音
の
影
響
を
最
小
限
に

留
め
る
為
、
作
業
実
施
日
や
作
業

時
間
、
天
候
（
風
な
ど
）
等
々
を

考
慮
の
上
、
実
施
し
て
い
る
。

　

農
業
生
産
工
程
管
理
と
し
て
は
、

茶
業
部
主
体
で
数
年
前
よ
り
「
足

柄
茶
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
推
進
し
、
食
の

安
全
、
環
境
へ
の
配
慮
、
労
働
者

の
安
全
・
福
祉
、
販
売
・
経
営
等

の
リ
ス
ク
の
低
減
・
排
除
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

自
然
環
境
面
で
は
、
温
暖
化
・

異
常
気
象
、
特
に
最
近
で
は
洪
水

被
害
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

下
水
溢
れ
に
よ
る
農
道
や
畑
の
土

手
崩
れ
、
水
田
用
取
水
部
材
流
出

等
が
毎
年
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
生
産
組
合
と
し
て
、
対
策
実

施
し
て
い
る
が
、
環
境
の
変
化
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

ま
た
、
生
産
組
合
で
は
生
産
者

の
高
齢
化
、
作
業
の
安
全
性
・
効

率
化
等
を
鑑
み
、
耕
作
環
境
整
備

の
一
環
と
し
て
、
３
年
前
よ
り
農

道
整
備
・
拡
張
工
事
を
推
進
中
で

あ
る
。
本
件
は
、
原
材
料
支
給
に

よ
る
推
進
の
た
め
、
長
期
間
を
要

し
て
お
り
、
速
や
か
な
完
成
を
目

指
し
た
予
算
確
保
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

　

販
売
単
価
下
落
、
自
由
貿
易
侵

攻
、
異
常
気
象
、
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
等
々
、
相
変
わ
ら
ず
農
業

生
産
者
の
環
境
は
厳
し
く
課
題
も

多
い
。

　

個
人
や
家
庭
単
位
の
個
々
で
の

作
業
推
進
に
は
限
界
が
あ
る
。
将

来
に
向
け
た
継
続
的
な
農
業
、
み

ど
り
豊
か
な
明
る
い
農
業
へ
の
変

革
を
目
指
し
、
今
後
は
複
数
人
で

実
施
す
る
協
同
作
業
化
を
検
討
し
、

体
制
整
備
と
シ
ス
テ
ム
化
を
関
係

各
位
と
協
議
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
、
酪
農
に
嫁
い
で
か
ら
36

年
に
な
り
ま
す
。
畜
産
団
地
の
皆

さ
ん
、
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
助

岩
田
　
　
貢
（
堀
西
）

こ
れ
か
ら
の
農
業

小
林
　
冨
子
（
今
泉
）

酪
農
一
筋

農
家
の
声

約
束
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
、

私
も
子
供
た
ち
も
と
て
も
切
な
い

思
い
を
し
ま
し
た
。生
き
物「
牛
」

を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
今
日
そ

し
て
明
日
に
何
が
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
約
束
は
で
き
な
い
の
だ

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
仕
事
に
行
っ
て
い

る
間
は
、
義
父
や
義
母
が
子
供
た

ち
を
よ
く
預
か
っ
て
く
れ
た
の
で
、

安
心
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
酪
農
と
い
う
仕
事
は

365
日
同
じ
仕
事
を
し
ま
す
。
１
日

６
回
の
餌
や
り
は
自
動
給
餌
機
が
、

牛
１
頭
１
頭
に
飼
料
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
る
の
で
、
私
と
主
人
は
牛

の
健
康
状
態
を
見
な
が
ら
牛
の
周

り
を
清
掃
し
、
牛
の
体
に
ブ
ラ
シ

を
か
け
て
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

乳
搾
り
の
際
に
は
、
乳
房
炎
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
血
乳
は
な
い

か
と
乳
の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、

気
を
付
け
て
搾
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
作
業
も
美
味
し
い
牛
乳
を
安
心

し
て
飲
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
手

間
を
惜
し
ま
ず
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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市長感謝状が贈られる！

今
年
の
春
に
結
婚
し
ま
す
。

今
は
親
と
一
緒
に
住
み
農

業
を
し
て
い
ま
す
が
、
結
婚
後
は
ア

パ
ー
ト
に
住
む
予
定
で
す
。

　
今
ま
で
ど
お
り
農
業
は
続
け
ま
す

が
、
徐
々
に
自
分
の
農
地
も
取
得
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

活
を
別
に
し
た
場
合
、
農
地
を
取
得

す
る
時
は
、
親
の
農
業
経
営
も
含
め

て
判
断
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
21
年
12
月
15
日
施
行
の

改
正
農
地
法
で
、
２
親
等
以

内
で
あ
れ
ば
、「
世
帯
員
等
」
と
し

て
親
の
農
業
経
営
も
含
め
て
判
断
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
農
地
法
の
改
正
前
は
、
農
地

を
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
時
の
許

可
な
ど
は
、
農
業
経
営
が
農
家
世
帯

の
家
族
ぐ
る
み
で
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
世
帯
員
」（
住
居
及
び

生
計
を
一
に
す
る
親
族
）
で
判
断
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
家
も
変
化
し
て
き
て

●
総
会

7
月
25
日
、
8
月
27
日
、

9
月
27
日
、
10
月
24
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

7
月
11
日
、
8
月
7
日
、

9
月
18
日
、
10
月
9
日

●
編
集
委
員
会

7
月
11
日
、
9
月
27
日

10
月
24
日

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の

許
可
申
請
は
毎
月
10
日
ま

で
で
す
。

（
事
前
に
相
談
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

市
街
化
区
域
の
届
出
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
後

継
者
で
あ
る
息
子
が
結
婚
な
ど
を
契

機
に
、
住
居
ま
た
は
生
計
を
別
に
す

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
家
族
ぐ
る
み
の
農
業
経

営
へ
の
関
わ
り
は
従
来
と
何
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
改
正
農
地
法

で
は
、
世
帯
員
と
同
様
に
扱
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
居
住
ま

た
は
生
計
を
異
に
す
る
親
族
で
も
、

親
族
の
行
っ
て
い
る
農
業
に
従
事
す

る
者
は
、
２
親
等
内
の
親
族
な
ら
世

帯
員
と
同
様
に
取
り
扱
い
ま
す
。

農地転用には許可が必要です。

●
新
任
研
修
会

7
月
11
日

●
中
地
方
農
業
委
員
会
研
修
会

9
月
7
日

秦
野
市
文
化
会
館

●
県
外
優
良
事
例
調
査
研
修
会

10
月
25
日
、
26
日

群
馬
県
甘
楽
町
ほ
か

●
視
察
受
入

10
月
31
日

愛
知
県
知
多
市
農
業
委
員
会

　秦野市農業委員会では、優良農地
を守るため、農地の利用状況の把握
を目的として、12月末までに農地
の利用状況調査を実施します。
　その際、農業委員が農地へ入るこ
ともありますので、ご協力をお願い
します。

古
谷
秦
野
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
る

前
農
業
委
員
の
（
右
か
ら
）
小
室
貢
氏
、

小
泉
清
氏

　11月3日、秦野市総合体育館で「秦野市功労者
等表彰式」が行われ、農業委員を５年以上勤めら
れた前農業委員の小泉清氏、小室貢氏、仲戸川賛
治氏と横溝一氏の４名に市の農業行政における長
年の功労に対して市長から感謝状が贈られました。

コーナー
相 談相 談

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
24
年
7
月
～
10
月
）

審議案件 件数 面　積
耕作目的の売買・賃貸

（３条許可） 10件 9,683.50㎡

市街化調整区域内の転用
（４・５条許可） 14件 7,479.46㎡

市街化区域内の転用
（４・５条届出） 99件 44,027.92㎡

相続等による農地取得の届出
（３条届出） 11件 47,479.83㎡

相続税納税猶予 2件 15,694.32㎡

総会の主な審議案件と件数（7月～ 10月）



カメラ
スケッチ

神奈川県農業会議

賛助会員費のご協力！
　神奈川県農業会議では、農業生産に携わる農家の
皆さんが、安心して農業経営を継続していけるよう、
県知事への建議をはじめ、いろいろな農政対策活動
を展開しています。
　この活動に賛同していただける農家の皆さんに会
員費の協力をお願いしています。

　会員費は、農地基本台帳搭載農家
　　　　　１戸あたり500円です。
　　　　　　　　　　　ご協力をお願いいたします。
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　９月14日、横浜市
内で開かれた農業者
年金加入推進特別研
修会に、加入推進員
である向原会長職務
代理が参加しました。
研修会では（独）農業者年金基金の中園良行理事
長による年金の概要説明が行われたほか、農業
委員などによるグループ研修が行われました。

　農業者年金は、個人ごとの積立方式（確定拠出
型）の公的年金です。納めた保険料が運用され将
来あなたが受け取る仕組みです。
　しかも、納めた保険料が全額社会保険料控除を
受けられ所得税・住民税が節税となります。
　次の３つの条件を満たす方なら、女性やＵター
ンの方でも加入できます。

　　①60歳未満の方
　　②年間60日以上農業に従事
　　③国民年金第１号被保険者

＊以前、厚生年金等に加入していても、申込時に
国民年金第１号被保険者であれば加入できます。

〈問い合わせ〉
　農業委員会事務局　８２－９６５４
　秦野市農協営農課　８１－７７１８

　

初
め
て
農
業
委
員
に
な
っ
て
か

ら
農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題

か
ら
荒
廃
・
遊
休
農
地
が
増
加
し

て
い
る
と
の
話
し
を
耳
に
し
ま

す
。そ
こ
で
、地
域
に
お
け
る
農

地
・
担
い
手
対
策
を
始
め
、さ
ら

に
農
業
の
振
興
・
活
性
化
に
結
び

つ
く
よ
う
皆
様
の
ご
意
見
、ご
要

望
等
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、少
し

で
も
農
業
生
産
力
の
向
上
及
び
農

業
経
営
の
合
理
化
等
に
役
立
つ
よ

う
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員　

関
野　

進
一
）

　９月28日、東地区の「あ
ずまの里」で地域の皆さん
の協力により東小学校の５
年生が稲刈りを行いました。

　10月17日、東田原で「畜産まつり」が開催され、
乳搾り体験や乗馬体験などが行われました。

　

11
月
3
日
、「
市
民
の
日
」
の

会
場
で
「
は
だ
の
野
菜
ソ
ム
リ

エ
倶
楽
部
」
が
秦
野
産
野
菜
を

使
っ
た
特
製
「
す
い
と
ん
」
等

の
販
売
に
よ
り
、
市
民
へ
地
産

地
消
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

（向原加入推進員のコメント）
　各市町村とも制度の理解不足や加入対
象者が少ないなど推進に苦労されている
ようです。秦野市も同様に加入対象者が
少ない状況ですが、対象者を絞り込み農
業委員の皆さんの協力で成果が上げれば
と考えています。

農業者年金加入推進
　　　特別研修会に参加！一人ひとりの農業者

を応援する

農業者年金で
老後の備えを

編

集

後

記


